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お問い合わせ 

新国立劇場 制作部演劇 広報担当 関 

TEL: 03-5352-5738 FAX: 03-5352-5737 

〒151-0071 東京都渋谷区本町1-1-1 
  

新国立劇場 

こつこつプロジェクトーディベロップメントー 

第二期進行中！ 
 

1年間作品を育てていく企画。第二期2nd試演会を終えました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山桜子 

柳沼昭徳 

船岩祐太 

１ 年 間 

テーバイ 

７ストーリーズ 

作 モーリス・パニッチ 
翻訳 福山桜子 

原作 ソフォクレス 
（『オイディプス王』 
『コロノスのオイディプス』
『アンティゴネ』より） 
構成 船岩祐太 

作 三好十郎 

夜の道づれ 

〈作品概要〉 〈2nd 試演会の様子〉 〈参加演出家〉 
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「こつこつプロジェクト」とは 

小川絵梨子演劇芸術監督が、その就任とともに打ち出した支柱の一つ、 
「演劇システムの実験と開拓」として、一年間、3〜4 か月ごとに試演 
を重ね、その都度、演出家と芸術監督、制作スタッフが協議を重ね、 
上演作品がどの方向に育っていくのか、またその方向性が妥当なのか、 
そしてその先の展望にどのような可能性が待っているのかを見極めて 
いくプロジェクトです。 
時間に追われない稽古のなかで、作り手の全員が問題意識を共有し、 
作品への理解を深め、舞台芸術の奥深い豊かさを一人でも多くの観客の 
方々に伝えられる公演となることを目標とします。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第二期参加演出家より、2nd試演会を終えて 

2021年4月より始動した第二期。7〜8月の1st試演会を経て、10〜12月に2nd試演会を終えた

3名の演出家のコメントをお届けします。 
 
福山桜子                             ７ストーリーズ 
4月からの“こつこつ”で、脚本解釈やキャラクターの読み込みがだいぶ進み、通常ではなか
なか時間の取れない「必要過去」（桜子WSエクササイズ）というお稽古などを取り入れま
した。これは、キャラクターが物語の中で取る行動に対し「こういう過去があったから、こ
の言葉が出てくる」の「こういう過去」の部分を条件付きのインプロビゼーション（即興劇）
でやるというものです。それから「台詞を入れていない状態」で場面をやっていく稽古。も
ちろん出演者には前もって告知せず「今日はこの場面やります、台本持たないで」と突然始
まります。無理にストーリーを進めてはいけない。本当に考えていること以外言ってはいけ
ない。登場人物の目的が本当にクリアで、しっかり役者に落ちていないと堂々巡りになりま
すが、さすが、こつこつ。「まだ埋まっていないところ」を発見しつつも、それぞれのキャ

ラクターが染み込んでいるのでスリリングで有意義な時間でした。1月からはついに台詞を
入れての立ち稽古。「伝えることをクリアにして、うねりを創っていく」段階に入ります。
登場人物たちのリアルな生き様が浮かび上がっていくのが、とてもとても楽しみです。 
 
船岩祐太                                テーバイ 
2ndでは、1stで産まれた『台本』を立ち上げ、稽古場での試演の為に一旦パッケージし、試
演の参加者と共に作品全体の方向性を検証した。3rdではこのプロセスで得た経験を基に1か
ら作品を組み立てる予定だが、仮組ながら一度全編を『観客』に晒した事により、作品は新
たな強度を獲得するはずだ。『時間に追われない』作品創りは想像していた以上にある種の
緊張感を孕んでいた。普段時間に追われ犠牲にしてきた事に向き合った結果、『何故これを
演るのか？』『作品が成立するとは何か？』といった根源的な問いがいつも稽古場を襲うか

らだ。今はこうした問いの答えを一つ一つ丁寧に探していく程に作品の体重のような物が増
すのではないかと信じている。 

芸術監督 

小川絵梨子 

試演会＠稽古場 
10～12 月 

試演会＠稽古場 
7～8 月 

協議 

第二期スケジュール 

協議 協議 

試演会＠小劇場 
2022 年 2 月頃 

１ 年 間 

2021 年 4 月 
始動 
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取材等のお問い合わせ 

新国立劇場 制作部演劇 広報担当 関 

TEL: 03-5352-5738 FAX: 03-5352-5737 

E-mail: seki_m0616@nntt.jac.go.jp 〒151-0071 東京都渋谷区本町1-1-1 
  

柳沼昭徳                               夜の道づれ 
「今をいかに人間らしく生きるのか」というテーゼをはらむ三好十郎作品。その普遍性は

今日の上演機会の多さを見れば明らかですが、大戦後まもない頃、偶然出会った中年男性二
人が夜の甲州街道をただ歩く『夜の道づれ』では、複雑な人物設定や物語の展開といった演
劇的要素が少ないかわりに、執拗といっていいほどの会話を通じて、人間とはなにかという
命題が問われています。 
 2ndでは作品全編の試演を目標に、1stに引き続きディスカッションを重ねつつ、3週間に
渡り現代における受容点を検証しました。収穫としては、本作の大きな特徴である「歩く」
という身体を、舞台上のもうひとつの言語として扱う演出を試行錯誤のなか導けたことは
3rdへの大きな足がかりとなりました。 
 

第二期参加演出家プロフィール 

福山桜子（FUKUYAMA Sakurako）                  ７ストーリーズ            
日本においてデヴィッド・ルヴォー、三谷幸喜作品などに演出スタッフとして参加後、渡米。
ニューヨーク・オフ・ブロードウェイや映像作品などで脚本、演出に携わり、2000年以降、
石岡瑛子をはじめ世界的に著名なクリエーターのスタッフとして活動。 
現在は、舞台・映画・PV映像等の演出・脚本を手掛けている。 
近年の主な作品：『Fate/Grand Order THE STAGE -冠位時間神殿ソロモン-』（2020年／脚
本・演出・作詞／東京国際フォーラム・ホールC、他）、『ヘドウィグ・アンド・アングリー
インチ』(2019年/訳・演出/主演：浦井健治／東京EX THEATER ROPPONGI＆ZeppTokyo、
他）、多数の舞台、映画、映像作品に携わる。 
 
船岩祐太（FUNAIWA Yuuta）                       テーバイ         

桐朋学園芸術短期大学芸術科演劇専攻卒業。地人会の木村光一氏、演劇企画集団ＴＨＥ・ガ
ジラの鐘下辰男氏に師事。また小劇場から商業演劇まで様々な作品に演出助手、演出部とし
て参加。2007年に演劇集団 砂地を結成。演劇集団 砂地では古典戯曲を原典とした作品を中
心に発表。主な作品に演劇集団 砂地『Disk』(世田谷ネクストジェネレーション)『アトレウ
ス』、『楡の木陰の欲望』『胎内』など。 
 
柳沼昭徳（YAGINUMA Akinori）                     夜の道づれ          
近畿大学在学中の1999年に「烏丸ストロークロック」を旗揚げ、京都を拠点に国内各地で演
劇活動を行う。作品のモチーフとなる地域での取材やフィールドワークを元に短編作品を重
ね、数年かけて長編作品へと昇華させていく創作スタイルが評価されている。2015年京都芸
術センター主催演劇計画Ⅱ『新・内山』にて第60回岸田國士戯曲賞にノミネートされる。2018

年、2020年と東京芸術劇場 芸劇eyesにて『まほろばの景』シリーズを上演、話題を呼ぶ。
平成28年度京都市芸術新人賞受賞。 
 
 
☆「こつこつプロジェクト」ホームページ 
https://www.nntt.jac.go.jp/play/kotsukotsu/ 
☆第二期1st試演会を終えて 参加演出家コメント 
https://www.nntt.jac.go.jp/play/news/detail/13_021113.html 
 
 


